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森町飯田地内『飯田橋」森町飯田地内「飯田橋」

昭和32年12月に完成した、森町飯田地内の太田川に架かる「飯田橋」の渡り初めの写真です。
地域の人々が総出で喜んでいる様子が伺えます。しかし、この橋も時代の流れとともに、昭和61年7月に
架け替えられて現在に至っています。

現在の飯田橋餅投げ渡り初め
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視察を終えて

10月27日に広報委員会（西島正浩広報委員長）は、熊本地震から約1年半、復興真っただ中の
熊本城（熊本市中央区）と益城町を訪れました。
また今回の視察に先立ち、10月13日に開催された第44回静岡県建設業労働災害防止大会
にて特別講演として、一般社団法人熊本県建設業協会 常務理事 豊後 謙藏様から、『熊本地震災
害復旧活動報告』と題し、ご講演いただいたため拝聴させていただきました。

加藤清正公が約400年前に7年の歳月をかけ築城した日本三大名城の一つとして知られる熊本城は、2016年4月14日、16日に
熊本地方を震源とする最大震度7を二度受け、石垣が全体の約1割崩落し、約3割が修復する必要があると考えられています。
また、北十八間櫓と東十八間櫓は石垣ごと崩れ、国指定重要文化財建造物13棟、再建・復元建造物20棟の全てが被災しました。

現在も地震の被害により危険を伴う可能性があるため、広い範囲が立ち入り規制区域になっています。

震度7を観測する地震が2016年4月14日夜および4月16日未明に発生したほか、
最大震度が6強の地震が2回、6弱の地震が3回発生。
一連の地震活動において、現在の気象庁震度階級が制定されてから初めて震度7が

2回観測された。

今回視察させていただいた熊本城には、昨年発生した熊本地震の傷跡が数多く残っており、自然災害の恐ろしさを目の当
たりにし、改めて熊本地震の被害の大きさを実感しました。
震災からわずか1年半ほどしか経過していませんが、城内は着実に修復工事が行われ

ており、復興に対する日本の建設技術に感心するとともに、災害列島である日本におい
ては万全といえる備えはなく、そのためにも常に想定外を想定しながら強靭化に努める
必要があると強く感じました。熊本市は、およそ20年という長期計画で熊本城全体の完
全修復工事を行っているそうです。
今も爪痕の残る熊本城には、少しずつですが“復興の兆し”が見え、城域には元気なガ

イドさんの声も響いています。
復旧した美しい熊本城をまた見たいと思いますし、震災の傷から立ち上がる今の熊本
城、熊本市の姿を応援させていただきたいと思います。

※数値等については気象庁および熊本県資料データより参照

特別講演の様子

宇土櫓宇土櫓
西南戦争、1889年の熊本地震、先の大戦、
そして今回の熊本地震でも大きな被害を
逃れました。

土台の石垣は内側から崩れ、隅石の一本柱が木造三階建ての
櫓を支えています。

工事用のメッシュシートには透過性のある
シートが採用され、復旧作業の様子を見る
ことができます。

崩落した石材を回収・一時保管し、一個ごとに
特徴を記録しその後、崩落前の石垣写真と照
合しながら震災前の姿に戻します。

熊本城のボランティアガイド「くまもとよかとこ案内人の会」の吉村
徹夫会長の説明を熱心に聞き入る広報委員会メンバー。

観音像を刻んだ石観音像を刻んだ石

今回の熊本地震によって、熊本城内にある
加藤神社の石垣も大きく崩れ、観音像を刻
んだ石が見つかりました。

戌亥櫓戌亥櫓 二の丸広場の石置き場二の丸広場の石置き場

天守閣天守閣

熊本地震の概要熊本地震の概要

熊本城視察熊本城視察

熊本地震発生時の状況熊本地震発生時の状況

膨大な復旧・復興工事をスムーズに取り組むため各種要望を実施膨大な復旧・復興工事をスムーズに取り組むため各種要望を実施

熊本地震から見た問題点と総括熊本地震から見た問題点と総括

①入札制度
■復旧復興ＪＶ制度創設
■発注ロットの拡大、発注基準の拡大
■指名競争入札の限度額拡大
■総合評価における地域要件の緩和

❶停電時の役所との連絡体制の確保（国・県・市町村）
❷会員との連絡網の再構築　⇒　シンプルな連絡網へ改善
❸行政内部の情報管理の一元化（応急復旧先の重複回避）
❹連続する地震によるキリがない膨大な応急復旧への対応

①大地震直撃時被災地全体が麻痺、他地域からの応援が必要
②大地震時受注者発注者共にマンパワー不足に陥る
③大災害発生時の対応には経験のある総合指揮者が必要

②適切な経費設定
■設計労務単価、資材単価の実勢価格変動に合わせた逐次改定
■遠隔地からの資材、労働者確保に要する費用の算入
■点在する工事に係る間接費の算定方法の変更
■共通仮設費、現場管理費の補正（復興係数の導入）
■円滑な設計変更

④その他
■各発注機関詳細発注見通しの公表
■復旧復興工事の受発注者協議会の設置
　（集中発注による不調不落防止のための発注計画）
■受注業者の施工体制及び資金需要の確保
■最低制限基準価格の算定における９割制限の撤廃、
　直接工事費・共通仮設費の全額算入
■書類の簡素化　■１社入札取り止めの解除

③施工体制の確保と
　配置技術者の要件緩和
■準備期間を含んだ適切な工期設
　定と労働者・資材調達の遅延発生
　時の柔軟な工期変更
■ＪＶ工事活用による配置技術者の
　削減、軽微な工事の配置技術者・
　現場代理人の要件緩和

住家被害： 約１８万６千棟
　　　　　　全壊 ８，６５７棟
　　　　　　半壊 ３４，０８３棟
停　　電： 約４５万戸　ガス供給停止： 約１０万戸
断　　水： 約４６万戸　通 信 断： 約１万件
避難者数： 避難所に最大で１８３，８８２人
  この他、商業施設駐車場、公園、グランド等での車中避難も発生。

震度別地震回数
　震度7　　2回
　震度6強　2回
　震度6弱　3回
　震度5強　4回
　震度5弱　7回

地震発生時の状況

土嚢設置 給水活動支援

道路陥没埋戻し 土砂崩壊復旧工事

①全員被災者：建設業も役所も
②停　　電： 電話・インターネット等連絡不通、水・燃料問題の発生
③連絡困難： 固定電話不通、携帯電話通話規制
④災害の全容把握困難
⑤道路状況： 被災中心部では多くの道路が被災し不通。
 広域で殆どの橋台部分で段差、下水道部分陥没、
 マンホール部浮き、家屋の道路上への倒れ込み。
⑥役所の人事異動直後の震災
⑦震災直後、国土交通省のテックフォース被災地入り
　(プッシュ型支援)→被災翌日には被災地に入り活動

発災直後（被災地域）

平成28年4月16日（本震）

震度6弱域震度6弱域

震度6強域震度6強域

震度7域震度7域



所 在 地 掛川市大池2896-1
電　　話 0537-24-0960
営業時間 11:00～15:00　17:00～22:00
定 休 日 第2、第4火曜日
駐 車 場 あり（洋服の青山と共有）
席　　数 テーブル席34名（喫煙可）
パーティ・宴会　40名まで可。
食べ放題・飲み放題プラン 3,000円（税込み）
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介
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。
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隣
り
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迎
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⑫

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

遠州森町天方城跡

工事名称 大坂小学校屋内運動場改築工事
工事場所 掛川市大坂地内
発 注 者 掛川市長　松井三郎
工　　期 平成２８年７月～平成２９年２月
設 計 者 工設計

掛川市が改築を進めてきた屋内運動場です。        
「風と太陽のアリーナ」をコンセプトにした屋内運動場は、開口部を最大限に設け屋内に居ながら屋外で活動し
ているような施設になっており、災害時には避難所として機能する耐震性の高い構造としています。
掛川市は「教育・文化日本一」の実現を目指し、子どもたちの明るい未来のための教育施策に取り組みます。

【施設説明】

「大坂小学校屋内運動場」改築工事

工
事
概
要

施 工 者 建築主体工事　若杉・戸塚JV
 電気設備工事　浜電工業（株）
 機械設備工事　（株）大城配管
延床面積 ９４９m2（鉄骨造平屋）  
主な施設 アリーナ（ミニバスケットコート2面）  

建設
ステーション

お子様ランチ（セット）￥580（￥680）

アジアンランチ

チーズナン￥500　セット変更￥200

Ｂセット（デリーセット）￥1,080（￥1,290）
※（　）内は、ディナー

各種外国ビール、他お酒多数あります

1番
人気！

こ
の
城
が
い
つ
築
か
れ
た
の
か
は
、は
っ
き
り
し
た
資
料
は
見

あ
た
ら
な
い
が
、応
永
年
代
に
は
既
に
山
内
対
馬
守
の
居
城
で

あ
っ
た
。

戦
国
時
代
の
永
禄
十
二
年（
１
５
6
9
）徳
川
家
康
は
、「
遠
州

に
居
な
が
ら
徳
川
に
帰
伏
せ
ざ
れ
ば
」と
先
陣
榊
原
小
平
太
康

政
、天
野
三
郎
兵
衛
康
景
、大
久
保
新
十
郎
忠
隣
を
し
て
天
方

城
攻
略
の
た
め
の
進
撃
部
門
を
打
破
り
、二
の
丸
に
押
し
入
り

激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。山
城
守
も
よ
く
防
戦
し

た
が
遂
に
力
つ
き
て
降
伏
。翌
、元
亀
元
年（
１
５
７
０
）に
は
御

下
知（
命
令
）に
従
は
ず
軍
兵
を
集
め
て
立
て
籠
も
っ
た
た
め
、再

び
大
須
賀
康
高
、榊
原
小
平
太
康
政
を
先
登
し
て
外
曲
輪
を
攻

め
破
る
。山
城
守
防
ぐ
こ
と
か
な
わ
ず
降
伏
し
徳
川
の
支
配
下

に
入
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
元
亀
３
年（
１
５
７
２
）、武
田
信
玄
は
四

万
余
の
大
軍
を
率
い
て
天
方
城
に
迫
っ
た
。天
方
山
城
守
は
風

林
火
山
の
軍
旗
を
な
び
か
せ
て
進
撃
し
て
く
る
武
田
勢
に
恐
れ

を
な
し
戦
わ
ず
し
て
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、天
正
元
年（
１
５
７
３
）徳
川
家
康
は
、「
信
玄
へ
降

伏
し
間
導（
先
達
）と
な
り
し
徒（
な
か
ま
）を
捨
て
置
く
べ
き
に

あ
ら
ず
」と
、天
方
城
攻
略
を
決
行
し
た
。本
丸
を
攻
め
込
む
こ

と
三
日
、城
主
山
城
守
、久
野
弾
正
、必
死
に
防
戦
し
た
が
遂
に

力
尽
き
て
再
び
降
伏
し
弾
正
は
甲
斐
へ
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

遠
江
国
風
土
記
傳
に
は
、の
ち
に
ま
た
甲
州
の
持
城
と
な
っ
た

が
、天
正
二
年（
１
５
７
４
）、徳
川
家
康
は
遠
州
の
軍
兵
を
引
率

し
、天
方
城
を
責
め
三
日
の
う
ち
に
攻
落
、こ
の
城
に
軍
兵
を
お

く
と
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
案
内
板
よ
り
抜
粋
】

現
在
は
、公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。展
望
台
も
あ

り
、森
町
を
は
じ
め
と
す
る
街
並
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
十
二
回
目
は
、森
町
天
方
の「
天
方
城
」を
紹
介
し
ま
す
。

平日限定 10％OFF/ 土日祝限定 5％OFF
■食べ放題飲み放題プランの使用不可■グループでご利用の際、個別会計不可
■ナンのみの使用不可　切り取ってご提示ください。
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先
日
、新
聞
を
読
ん
で
い
る
と「
ビ
ー

ル
と
指
導
者
選
び
」と
い
う
見
出
し
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。何
の
こ
と
か

と
思
い
記
事
に
目
を
通
し
て
み
る
と
、ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
で
行
わ
れ
る
世
論
調

査
に
つ
い
て
の
記
事
で
し
た
。世
論
調
査

の
質
問
の
中
に「
誰
と
一
緒
に
一
番
ビ
ー

ル
を
飲
み
た
い
か
」と
い
う
質
問
が
あ
る

と
い
う
の
で
す
。こ
の
質
問
は
、大
統
領

選
に
臨
む
候
補
者
の
人
柄
を
推
し
量
る

と
と
も
に
、有
権
者
が
実
際
に
投
票
す

る
か
を
測
る
指
標
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
き
た
質
問
だ
そ
う
で
す
。
突
拍
子
も

な
い
質
問
に
思
え
ま
す
が
、先
の
大
統

領
選
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
早
い
段
階
か

ら
首
位
に
立
っ
て
お
り
、当
初
、共
和
党

候
補
の
本
命
と
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
ブ・

ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
こ
の
質
問
で
振
る
わ
ず
大

統
領
選
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
た
そ
う
で
す
。

最
近
、日
本
で
も
衆
議
院
解
散
に
伴

う
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
与
党

に
対
抗
す
る
た
め
新
党
が
結
成
さ
れ
る

な
ど
動
き
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

皆
さ
ん
は
ど
の
候
補
と
ビ
ー
ル
を
飲

み
た
か
っ
た
で
す
か
？　
　
　

 （
N・M
）

「
ビ
ー
ル
と
指
導
者
選
び
」

協
会
活
動
報
告

協
会
活
動
報
告
平成29年
7月～10月

7
／
4
（
火
） 
第
2
回
理
事
会

●
磐
田
農
業
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

●
役
員
視
察
研
修
の
実
施

●
協
会
活
動
報
告
及
び
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報

　
告
（
以
下
同
じ
）

●
道
路
愛
護
・
河
川
美
化
活
動
の
実
施
計
画

●
平
成
２９
年
度
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

●
第
８
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

9
／
5（
火
） 第
3
回
理
事
会

●
道
路
愛
護・河
川
美
化
活
動
に
係
る
報
奨
金
配
分

●
袋
井
土
木
事
務
所・中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
開
催

●
公
共
工
事
必
要
箇
所
の
袋
井
土
木
及
び
西
部
危
機

　
管
理
局
へ
の
提
案
日
等

●
平
成
29
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下
一
斉
情
報

　
伝
達
訓
練
結
果

●
静
岡
理
工
科
大
学
建
築
学
科
教
授
等
と
の
意
見
交

　
換
会
開
催 

10
／
12（
木
） 第
4
回
理
事
会

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
対
象
校
拡
大
等
事
業
の

　
充
実

●
袋
井
土
木
事
務
所
・
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
要
望
事
項
等

●「
第
34
回（一社
）静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創

　
り
大
賞
」の
推
薦 

●
施
設・設
備
改
修
、事
務
機
器
等
の
整
備

8
／
29（
火
）〜
31（
木
）

　
県
立
磐
田
農
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

　
実
習
生
17
名　
受
入
れ
会
員
企
業
９
社

9
／
27（
水
）

　
道
路
愛
護・河
川
美
化
活
動
に
係
る
報
奨
金
制
度

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
係
る
助
成
金
交
付
要
綱

■
正
副
会
長
会
議

7
／
4（
火
）、9
／
5（
火
）、10
／
12（
木
）

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

9
／
8（
金
）

　
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
意
見
交
換
会【
参
加
者
13
名
】

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

7
／
27（
木
）

　
平
成
２９
年
度
第
２
回
技
術
者
講
習
会【
参
加
者
80
名
】

　
講
演「
地
盤
改
良
技
術
に
つ
い
て
」ほ
か
2
件

8
／
9（
水
）

　

第
15
回 

親
子
現
場
見
学
会

【
参
加
者
43
名（
内
、親
子
15
組
30
名
】

　
見
学
先

　
【
国
道
4
7
3
号
金
谷・相
良　
道
路
新
設
工
事
現
場
ほ
か
】

　

第
２
回
土
木
部
会　
会
議

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
立
会
調
整

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

7
／
5（
水
）

　
第
2
回　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
「
第
２
回　
Ｉ
Ｔ
講
習
会
に
つ
い
て
」

　
第
１
回 　
Ｉ
Ｔ
講
習
会【
参
加
者
20
名
】

　
「i-C

onstruction

の
概
要
」編

7
／
12（
水
）

　
第
３
回　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会「
第
３
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
に
つ
い
て
」

　
第
２
回　
Ｉ
Ｔ
講
習
会【
参
加
者
17
名
】

　
「
点
群
デ
ー
タ
の
取
得・作
成
講
座
」編

7
／
19（
水
）

　
第
４
回　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会「
視
察
研
修
に
つ
い
て
」

　
第
３
回 　
Ｉ
Ｔ
講
習
会【
参
加
者
17
名 

】

　
「
設
計
デ
ー
タ
作
成
」編

10
／
20（
金
）

　
第
５
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
「
I
C
T
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」

7
／
5（
水
）

　
平
成
２９
年
度
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
へ
の
協
会
員
参
加
要
請

7
／
21（
金
）

　
平
成
29
年
度
第
1
回
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開

　
検
討
会
Ｗ
Ｇ
参
加

7
／
31（
月
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
発
生
時
に
お
け
る
対
応
研
修

　
及
び
意
見
交
換
会
参
加

8
／
17（
木
）〜
29（
火
）

　
災
害
協
定
に
基
づ
く
各
種
報
告
書
等
の
作
成・報
告

　
（
9
協
定
分
）

　
緊
急
通
行
車
両
事
前
届
出（
袋
井
警
察
署
他
3
署
）

8
／
30（
水
）

　
県
下一斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施（
全
協
会
員
参
加
）

8
／
31（
木
）

　
平
成
２９
年
度
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
参
加

　
「
西
部
方
面
本
部（
西
部
危
機
管
理
局
）本
部
運
営
訓

　
練
参
観
」

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

■
安
全
委
員
会

7
／
7（
金
）

　
平
成
29
年
度 

安
全
研
修
会【
参
加
者
96
名
】

　
安
全
講
話「
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」ほ
か

9
／
8（
金
）

　
現
場
視
察
研
修【
参
加
者
17
名
】

　
（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
外
構
工
事
現
場
）

10
／
3（
火
）

　
三
者
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施（
小
笠
、袋
井・森
地
区
）

　
【
磐
田
労
基
署・中
遠
農
林・協
会
安
全
委
員（
小
笠
地
区
）】

10
／
5（
木
）、6（
金
）

　
第
54
回 

全
国
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会（
札
幌
市
）

10
／
13（
金
）

　
第
44
回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会（
静
岡
労
政
会
館
）

10
／
26（
木
）

　
三
者
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施（
磐
田
地
区
）

　
【
磐
田
労
基
署・袋
井
土
木・協
会
安
全
委
員（
磐
田
地
区
）】

理
事
会

委
員
会
等
報
告

■
全
国
中
小
建
設
業
協
会
長
表
彰

　
堀
内　
豊　
（
株
）堀
内
土
木（
磐
田
市
）

■
平
成
29
年
度
建
退
共
制
度
普
及
協
力
者
に
対
す
る

　
静
岡
県
支
部
長
表
彰

　
大
沼
建
設（
株
）（
森
町
）

■
林
野
庁
長
官
賞(

治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル)

　
金
原
建
設（
株
）（
掛
川
市
）

■
広
報
委
員
会

7
／
18（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
140
号
」の
校
正

8
／
1（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
140
号
」の
発
行　

8
／
18（
金
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
141
号
」の
編
集
計
画

9
／
19（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
141
号
」の
編
集
会
議 

10
／
18（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
141
号
」の
編
集
会
議  

10
／
27（
金
）〜
28（
土
）

　
取
材
研
修「
熊
本
城
、益
城
町
」

7
／
4（
火
）

　
第
２
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会

　
平
成
２９
年
度
公
共
工
事
必
要
箇
所
調
査
事
業

　
「
提
案
書
及
び
提
案
日
等
調
整
」

表
　
彰

受
賞
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
、益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

■（
一
社
）全
国
建
設
業
協
会

　
建
設
業
社
会
貢
献
活
動
推
進
月
間
功
労
者
表
彰

■
静
岡
県
交
通
基
盤
部
長
表
彰

地
域
貢
献
部
門　
（
株
）大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

■
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
表
彰

安
全
工
事
部
門　
大
沼
建
設（
株
）（
森
町
）

香
田
知
己　
（
株
）藤
本
組（
掛
川
市
）

寺
田
敏
宏　
平
野
建
設（
株
）（
磐
田
市
）

川
島
俊
夫　
（
株
）川
島
組（
掛
川
市
）

（
株
）山
田　
（
掛
川
市
）

■
平
成
29
年
度
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰

　
平
成
29
年
9
月
15
日
、静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー

　
に
お
い
て
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
袋
井
土
木
事
務
所
長
表
彰

優
良
工
事
部
門　

　
大
沼
建
設（
株
）（
森
町
）

　
石
川
建
設（
株
）（
磐
田
市
）

　
戸
塚
建
設（
株
）（
掛
川
市
）

地
域
貢
献
部
門

　
（
株
）若
杉
組（
掛
川
市
）

■
中
遠
農
林
事
務
所
長
表
彰

優
良
工
事
部
門

　
（
株
）ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

優
良
技
術
者
部
門

　
花
嶋
康
平　
大
沼
建
設（
株
）（
森
町
）

安
全
工
事
部
門

　
（
株
）大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

地
域
貢
献
部
門

　
（
株
）山
田（
掛
川
市
）

■
総
務・労
務
委
員
会

7
／
21（
金
）

　
第
8
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会【
参
加
者
72
名
】

9
／
13（
水
）　
第
７
回
献
血
活
動【
参
加
者
51
名
】

　
安
否
コ
ー
ル
相
談
窓
口
設
置【
利
用
者
5
名
】

9
／
15（
金
）

　
平
成
２９
年
度
公
共
工
事
必
要
箇
所
調
査
事
業

　
提
案
、要
望
先：西
部
危
機
管
理
局・
袋
井
土
木
事
務
所

9
／
27（
水
）

　
安
否
コ
ー
ル
戸
別
訪
問【
１
社
】

8
／
29（
火
）

　
第
３
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
２９
年
度
公
共
工
事
必
要
箇
所
調
査
事
業

　
「
提
案
内
容
等
最
終
調
整
」

7
／
20（
木
）、8
／
24（
木
）、9
／
22（
金
）、10
／
24（
火
）

　
安
否
コ
ー
ル
推
進
会
議

■「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
」

7
／
3（
月
）〜
8
／
28（
月
）

　
道
路
愛
護・河
川
美
化
活
動（
管
内
４
市
１
町
）

　
【
参
加
企
業
100
社　
参
加
者
延
べ
524
名
】

9
／
14（
木
）〜
10
／
13（
金
）

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
立
会（
9
箇
所
）

土木事務所への提案 道路愛護・河川美化活動

親子現場見学会

インターンシップ

献血活動



建設業年末年始労働災害防止強調期間 「無事故の歳末 明るい正月」平成29年12月1日～平成30年1月15日

平成２９年１０月５日、札幌にある北海道立総合
体育センター（北海きたえーる）に於いて、第５４
回全国建設業労働災害防止大会が開催され、全
国から4,500名参加。当会からは岡野会長はじ
め安全関係者４名が参加した。２日目は専門部会
が行われた。

今回の研修では、現場監督者等
96名が参加し、実際におこった現場
での電気事故や第三者事故事例等
をもとに研修が行われ、今後の労働
災害防止に努めることとしました。

10月13日（金）に300余名が参加し、第44回静岡県建設業労働災
害防止大会が開催されました。袋井分会関係参加者15名。

多くの業者が混在している現
場でしたが、日々の細かな打合せ
により、安全で円滑な作業をして
いた。また、全てのカラーコーン
に安全掲示が設置されていた。
常に安全意識を周知している現
場で参考になりました。
安全委員と技能講習講師等17名
が参加。

スローガン
トップの決意と現場の実行 ルールを守って無災害

8

平成29年12月1日発行

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

141
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

【事業場賞】 ■（株）牧野組
【功 績 賞】 ■（株）石川組　林　紀一
 ■（株）若杉組　渡邊　一

支部長表彰
受賞者

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp/top.html）左メニューの「広報紙」をクリックしてください。

第54回全国建設業労働災害防止大会
10月5日（木）～6日（金） 於：北海きたえーる（札幌市）

第44回静岡県建設業労働災害防止大会

平成29年度 安全研修会
平成29年7月7日（金）　96名参加

安全視察研修

官民合同パトロール

9月8日（金）　富士山世界遺産センター外構工事視察

祝辞「静岡労働局長 高森洋志氏」 特別講演「熊本地震災害復旧活動報告」
(一社 ) 熊本県建設業協会 常務理事 豊後謙藏氏

磐田労働基準監督署 小坂光輝 安全衛生課長
静岡県中遠農林事務所 長谷川勝康 検査監
中部電力（株）掛川営業所 村松弘士 指令長
静岡県袋井土木事務所 山田義久 検査監
建災防静岡県支部袋井分会 竹林大造 主任安全指導者
大塚製薬（株） 大島　潤 係長

現場が広く、作業箇所も
点々としている現場で、安全
掲示板をバリケードに設置
することにより移動式安全
掲示板にて対応がいいね。

熱中症計に日除けがつけ
られ、より正確な温度計測
ができる。考えましたね！

施工現場内で、第三者の
進入が予想される箇所に、
三角旗を２段設置。安全意
識が高いですね！
※労働安全衛生規則530条に該当

架空線がある現場で、架空線に
は防護カバーや蛍光色の目印の
設置はあったが、道路上に看板、
のぼり旗等の注意喚起が不足。
※労働安全衛生規則349条に該当

これいい～ねっ ！！ すぐなおそう！！

磐田地区の安全委員4名は、10月
26日（木）、磐田労働基準監督署と袋井
土木事務所と合同で、磐田地区の2箇
所の現場を7名でパトロールしました。

竹林主任安全指導者と小笠地区の安全
委員3名は10月3日（火）、磐田労働基準
監督署と中遠農林事務所と合同で、小笠
地区と袋井森地区の2箇所の現場を8名
でパトロールしました。

10月13日（金） 於：静岡労政会館 6階ホール（静岡）

《安全研修会 講師の皆さん》

挨拶　袋井建設業協会 堀内安全委員長

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

表紙.pdf   2   2017/11/16   17:00


